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11日(金) 中学校卒業式

19・20日 第21回熊日旗Ｕ14サッカー大会

ドリームランド

21日(月） 春分の日

婚活パーティー

24日(木) 小学校卒業式

27日(日) 温泉感謝祭(温泉神社)

スプリングフェスタ

櫛山さくらウォーク

県知事選挙投票

南部市民センター

住民自治会会議等

場所：南部市民センター

14日(月) 町内連絡委員会 13:00

15日(火) 運営委員会 17:00

18日(金) 広報部会(編集会議) 19:00

３月の行事から

日
奈
久
ニ
ュ
ー
ス

お
が

ま
ち

成28年3月1日
（第79号）
発行者

日奈久住民自治会

日奈久の人口
（1月末現在）
男1308人
女1646人
計2954人

(21年末3444人)

「
あ
り
が
と
う
」
が

行
き
交
う
ま
ち

日
奈
久

身
近
な
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

愛
す
る
日
奈
久
に
「
あ
り
が
と
う
」

訪
れ
る
人
に[

あ
り
が
と
う]

１

２
月
15
日
の
運
営
委
員
会
か
ら
、
記
事
と

し
て
扱
っ
て
い
な
い
事
項
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

○
市
経
済
文
化
交
流
部
か
ら
、
九
州
国
際

ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
２
０
１
６
で
５
月
14

日
の
湯
茶
接
待
に
つ
い
て
の
協
力
依
頼
が

あ
り
ま
し
た
。
日
奈
久
ポ
イ
ン
ト
で
は
昨

年
同
様
に
婦
人
会
が
対
応
し
ま
す
。

○
町
内
連
絡
委
員
会

28
年
度
は
市
政
協
力
員
の
改
選
年
度
で
あ

り
、
４
月
１
日
付
け
で
委
嘱
が
行
わ
れ
ま

す
。

○
事
務
局

(1)
研
修
会
等
案
内
に
つ
い
て
報
道

①
地
域
協
議
会
（
住
民
自
治
会
）
事
務
員

の
雇
用
に
伴
う
説
明
会(

２
月
19
日)

②
第
６
回
地
域
協
議
会
連
絡
会(

３
月
７

日)③
ま
ち
づ
く
り
情
報
交
換
会
＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ(

３
月
12
日)

(2)
28
年
度
以
降
の
地
域
要
望
に
つ
い
て
市

担
当
課
か
ら
回
答
。
詳
細
に
つ
い
て
は
町

内
関
係
分
は
市
政
協
力
員
、
農
業
関
係
分

は
久
保
賢
二
さ
ん
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

(3)
中
央
競
馬
会
地
元
協
力
費
寄
付
が
内
定
。

28
年
度
も
５
町
内
に
４
万
円
相
当
の
物
品

を
配
布
予
定
で
す
。

○
そ
の
他

広
報
紙
の
あ
り
方
に
つ
い
て
要
望
や
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

肥薩おれんじ鉄道沿線活性化協議会等が主

催して、２日間限定の～鉄道沿線まるごと遊

園地～肥薩おれんじパーク2016が沿線7駅

で開催されます。

日奈久温泉駅で行われる

イベントを紹介します。

◆ちくわ焼き体験
５・６日各日先着100本

１本100円

◆ＪＡ婦人部の野菜販売
◆ぜんざい無料振る舞い

５・６日とも11:00～

各日先着50杯限定

◆お雛様衣装着付け体験
５日限定

先着各５名(サイズ大・小)

◆駅前コンサート開催
６日限定 10:30～

◆駅舎内展示
「お雛飾り」

「火流の彩フォトコンテスト写真展」

◆駅前広場には竹灯籠
も並びます。

※３月５日(土)まで、
日奈久温泉では
「ひなぐ雛祭り」

を開催中です。

日奈久温泉駅で楽しいイベント
３月５日(土)・６日(日)１０：００～１６:００

さくら、若葉の香る健康ウォークへ参加を

湯
の
里
日
奈
久
振
興
会
と
日
奈
久
住
民
自
治
会
で
は
、

健
康
と
日
奈
久
観
光
へ
の
集
客
を
目
的
に
、
「
櫛
山
さ

く
ら
ウ
ォ
ー
ク
」
を
開
催
し
ま
す
。
温
泉
神
社
と
櫛
山

の
桜
を
楽
し
み
、
鳥
の
声
と
さ
わ
や
か
な
春
の
風
を
楽

し
み
な
が
ら
、
森
林
浴
の
醍
醐
味
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
ご
家
族
、
お
友
達
を
誘
っ
て
、
奮
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
期
日

平
成
28
年
３
月
27
日(

日)

（
雨
天
中
止
）

◆
受
付

ば
ん
ぺ
い
湯
前

午
前
８
時
～
９
時

◆
ス
タ
ー
ト

９
時

山
頂
で
昼
食
、
宝
探
し
ゲ
ー
ム

◆
下
山

12
時

ゴ
ー
ル

ば
ん
ぺ
い
湯
前
広
場

ゴ
ー
ル
後
、
ラ
ム
ネ
の
振
る
舞
い

抽
選
会
、
ち
く
わ
焼
き
体
験

◆
参
加
費

５
０
０
円

弁
当
、
飲
料
水
は
各
自
持
参

温
泉
入
浴
券
、
ち
く
わ
焼
１
本
分
、
抽
選

会
賞
品
付

●
問
い
合
わ
せ

当
日
申
し
込
み
可

日
奈
久
温
泉
観
光
案
内
所

電
話
０
９
６
５(

38)

０
２
６
７

高
齢
者
と
子
供
対
を
安
全
に

春
の
交
通
安
全
運
動
を
展
開

日
奈
久
校
区
婦
人
会

婦
人
会
で
は
、
交
通
安
全
母
の
会
を
中

心
に
春
休
み
に
向
け
て
、
子
供
と
高
齢
者

の
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
す
。

○
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用

○
飲
酒
運
転
の
撲
滅

ま
た
、
子
供
た
ち
の
自
転
車
の
安
全
な

乗
り
方
を
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

投
棄
ゴ
ミ
が
減
少

新
開
堤
防
の
環
境
整
備
を
実
施

２
月
14
日
、
住
民
自
治
会
生
活
環
境

部
会
が
呼
び
か
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

市
政
協
力
員
、
住
民
な
ど
16
名
が
参
加
。

雑
草
や
竹
を
払
い
、
投
棄
ゴ
ミ
を
回
収

し
ま
し
た
。
昨
年
の
台
風
で
倒
れ
た
桜

の
古
木
の
撤
去
は
作
業
が
困
難
な
た
め

途
中
で
終
了
し
ま
し
た
。

こ
の
堤
防

は
投
棄
ゴ

ミ
が
多
い

所
で
す
が

今
回
は
前

回
よ
り
減

少
し
た
と

い
う
こ
と

で
し
た
。

住
民
自
治
会
運
営
委
か
ら

ご注意ください！

電話やメールでの詐欺

３
月
27
日(

日)

櫛
山
山
頂
か
ら
見
る
日
奈
久
、
八
代
海
の
な
が
め
も
魅
力

環
境
美
化
教
育

全
国
表
彰

日
奈
久
小
に
優
秀
校
賞

２
月
４
日
、
全
校
児
童
約
80
人
が
参

加
し
て
伝
達
式
が
あ
り
、
体
育
・
環
境

委
員
６
年
の
廣
田
亮
翔
さ
ん
と
米
本
千

紘
さ
ん
に
賞
状
と
副
賞
が
渡
さ
れ
ま
し

た
。飲

料
業
界
６
団
体
で
つ
く
る
公
益
財
団

法
人
食
品
容
器
環
境
美
化
協
会
の
「
環

境
美
化
教
育
優
良
校
等
表
彰
事
業
」
で

全
国
の
小
中
学
校
の
中
か
ら
優
秀
校
６

校
の
一
つ
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

日
奈
久
小
は
日
奈
久
中
と
連
携
し
て

校
区
の
清
掃
活
動
を
実
施
。
老
人
会
や

婦
人
会
の
協
力
も
あ
り
、
地
域
と
の
交

流
の
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
で
出
た
資
源
ゴ
ミ
の
回
収

や
分
別
を
し
て
、
月
２
回
資
源
ゴ
ミ
収

集
所
へ
運
ん
で
い
ま
す
。
校
内
で
は
、

節
電
・
節
水
・
ゴ
ミ
の
減
量
、
残
食
ゼ

ロ
な
ど
を
掲
げ
実
践
し
て
、
そ
の
様
子

を
壁
新
聞
に
し
て
意
識
の
向
上
を
図
っ

て
い
ま
す
。

日
奈
久
で
出
会
い
を

婚
活
事
業
開
催
予
定

３
月
27
日(

日)

熊
本
県
知
事
選
挙
投
票
日

あ
な
た
の
一
票
が
県
政
に
生
き
る
。
生
か
そ
う
、
あ
な
た
の
１
票

期
日
前
投
票
は
19
日(

金)

～

投
票
所

南
部
市
民
セ
ン
タ
ー

日
奈
久
婚
活
事
業
実
行
委
員
会

(

会
長
松
本
啓
祐
氏)

で
は
、
市
の
助

成
を
受
け
て
、
日
奈
久
で
男
女
一
緒

に
取
り
組
む
体
験
型
の
婚
活
事
業
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

20
歳
以
上
の
未
婚
の
男
女
が
対
象

で
、
本
事
業
に
参
加
後
、
カ
ッ
プ
ル

が
成
立
し
た
ら
（
お
付
き
合
い
が
始

ま
っ
た
ら
）
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
贈
ら

れ
る
予
定
で
す
。

◆
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み

日
奈
久
温
泉
観
光
案
内
所

電
話
０
９
６
５(

38)

０
２
６
７

◆
３
月
21
日(

春
分
の
日)

◆
日
奈
久
ゆ
め
倉
庫(

予
定)

(広告欄)
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昨
年
11
月
14
日
、

熊
本
市
で
開
催
さ
れ

た
県
教
委
主
催
「
く

ま
も
と
教
育
の
日
」

に
お
い
て
、
６
年
担

任
の
宮
田
修
一
先
生
が
県
教
委
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

先
生
は
学
級
づ
く
り
を
基
盤
に
児
童
の

学
習
へ
の
関
心
・
意
欲
を
高
め
る
な
ど
学

習
指
導
に
優
れ
、
ま
た
率
先
垂
範
し
て
研

究
授
業
を
行
っ
た
り
、
永
年
研
究
主
任
と

し
て
文
科
省
、
県
教
委
、
市
教
委
か
ら
の

指
定
・
委
嘱
の
研
究
で
も
中
心
と
な
っ
て

推
進
す
る
な
ど
、
他
の
先
生
か
ら
の
信
頼

が
厚
く
、
そ
の
功
績
が
讃
え
ら
れ
た
も
の

で
す
。

２

高
橋
礼
子
さ
ん
５
km
で
優
勝

第
22
回
久
木
野
し
し
鍋
マ
ラ
ソ
ン
大

会
が
２
月
14
日
、
水
俣
市
久
木
野
で
開

催
さ
れ
、
５
キ
ロ
70
才
以
上
女
子
の
部

で
塩
南
町
の
高
橋
礼
子
さ
ん
が
優
勝
し

ま
し
た
。
雨
の
中
、
上
り
下
り
の
多
い

山
里
の
コ
ー
ス
で
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が

歩
き
ま
し
た
が
、
高
橋
さ
ん
は
最
後
ま

で
走
り
抜
け
て
栄
冠
を
得
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
奈
久
小

宮
田
修
一
先
生

県
教
育
功
労
賞
を
受
賞

２
月
４
日(

木)

、
日
奈
久
中
学
校
は

２
年
生
が
参
加
し
て
立
志
式

を
行
い
ま
し
た
。

立
志
式
は
、
奈
良
時
代
以

降
の
元
服(

成
人
に
な
る
こ

と)

に
ち
な
ん
で
14
歳
（
数

え
年
の
15
歳
）
を
祝
う
行
事
。

中
学
２
年
生
の
こ
の
時
期
に
、

将
来
の
決
意
や
目
標
な
ど
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
，
お

と
な
に
な
る
自
覚
を
深
め
よ

う
と
、
多
く
の
中
学
校
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

生
徒
代
表
が
「
私
の
夢
」

を
発
表
し
、
保
護
者
か
ら
の

言
葉
、
ボ
ン
ボ
藤
井
さ
ん
の

講
演
と
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

(

全
校
生
徒
が
参
加)

等
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
廣
田
大
翔
さ
ん

(

２
年)

は
、
次
の
よ
う
な
感
想
を
寄
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

「
今
回
の
立
志
式
で
は
、
自
分
の
目
標

を
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
し
か

も
そ
の
目
標
を
ク
リ
ア
す
る
方
法
ま
で
分

か
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
生
き

方
を
考
え
る
と
て
も
い
い
機

会
で
し
た
。
立
志
式
で
は
、

み
ん
な
の
将
来
の
夢
を
親
や

ク
ラ
ス
の
み
ん
な
の
前
で
発

表
、
リ
ハ
ー
サ
ル
と
は
全
く

違
い
、
一
人
一
人
が
し
っ
か

り
と
発
表
で
き
ま
し
た
。
そ

の
後
の
ボ
ン
ボ
藤
井
さ
ん
の

講
演
会
で
は
、
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ

前
進
し
て
い
き
、
自
分
の
納

得
の
い
く
人
生
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
仕
事
の

大
切
さ
も
よ
く
分
か
り
ま
し

た
。
仕
事
を
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
自
分
の
役
割
と
そ
の

責
任
を
果
た
せ
る
よ
う
に
精

一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
」

Ｊ
２
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

ザ
・
ス
パ
ク
サ
ツ
群
馬
と
交
流

太
陽
の
柱

夕
空
に
立
つ

１
月
27
日
午
後
５
時
45
分
頃
、
太
陽

か
ら
垂
直
に
炎
の
柱
が
上
が
っ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
珍
し
い
現
象
「
太
陽
柱

（
サ
ン
ピ
ラ
ー
）
」
を
撮
影
し
ま
し
た
。

太
陽
柱
は
、
高
い
位
置
に
で
き
る
う

ろ
こ
雲
（
巻
積
雲
）
の
氷
の
結
晶
に
、

太
陽
光
線
が
反
射
さ
れ
て
見
え
る
自
然

現
象
。
風
の
弱
い
状
態
で
、
日
の
出
や

日
没
に
現
れ
る
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。大坪町から見た太陽柱

14
歳
に
な
っ
た
自
覚
と
喜
び

日
奈
久
中
２
年
生
立
志
式

火流の彩フォトコンテスト

大賞に宮島久義さん(新田町)
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
が
行
わ
れ
、
応
募
数
12
名
61
点
の

中
か
ら
６
点
の
入
賞
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

入賞作品は３月５日(土)・６日(日)

日奈久温泉駅に展示されます。

大賞「灯火の誘い」宮島久義(新田町)

入選｢火流の彩 映えて｣日當國親(古閑中町)

入選｢夢のぞき｣ 平岡健三(植柳上町)

佳作｢火流の灯り｣

木原 進(熊本市)

佳作｢ひなぐへおいで｣

谷川秀嗣(宇土市)

佳
作｢

い
で
湯
の
灯
り｣

小
山
賢
吉(

海
士
江
町)

ひ
な
ぐ
雛
祭
り
を
演
出

竹
灯
ろ
う
、
竹
の
館
な
ど
を
製
作

夕
刻
か
ら
行
わ
れ
る
メ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト
の
27
日
「
雛
迎
え
の
儀
」
、
28
日

「
雛
送
り
の
儀
」
を
竹
灯
り
で
演
出
し

よ
う
と
、
竹
灯
ろ
う
や
竹
の
館
の
製
作

が
１
ヶ
月
間
ほ
ど
行
わ
れ
ま
し
た
。

竹
灯
ろ
う
は
港
か
ら
温
泉
セ
ン
タ
ー

ま
で
、
い
こ
い
の
広
場
を
中
心
に
並
び

ま
す
。
竹
の
館
は
温
泉
セ
ン
タ
ー
前
で

か
ぐ
や
姫
の
お
家
（
ス
テ
ー
ジ
）
と
し

て
設
置
さ
れ
ま
す
。
住
民
自
治
会
や
住

民
の
有
志
が
製
作
に
当
た
り
ま
し
た
。

２
月
５
日
～
14
日
、
八
代
で
合
宿
中
の

本
チ
ー
ム
約
40
名
が
13
日
、
昨
年
に
続
い

て
日
奈
久
温
泉
を
訪
れ
ま
し
た
。
潮
青
閣

で
温
泉
を
楽
し
ん
で
も
ら
っ
た
後
、
ゆ
め

倉
庫
で
選
手
た
ち
を
囲
ん
で
子
供
た
ち
や

地
域
住
民
が
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。
選

手
た
ち
は
ち
く
わ
焼
き
を
大
変
喜
び
、
晩

白
柚
の
味
と
香
り
に
大
満
足
。
サ
イ
ン
を

も
ら
い
に
子
供
た
ち
は
体
当
た
り
。
来
年

も
ま
た
来
ま
す
と
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

日
奈
久
で

お
す
す
め
の
桜

新
開
堤
防
の
河
津
桜(

早
咲
き)

温
泉
神
社

旧
保
寿
寮(

日
奈
久
駅
裏)

日
奈
久
に
春
を
よ
ぶ
雛
祭
り

「
あ
り
が
と
う
」
が
い
っ
ぱ
い

２
月
13
日(

土)

、
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド

で
雛
祭
り
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
白
百
合
高
校
箏
曲

部
の
演
奏
に
続
き
、
日
奈
久
か
ぐ
や
姫

に
選
ば
れ
た
岡
崎
あ
げ
は
さ
ん(

宮
地

小
一
年)

森
村
あ
や
か
さ
ん(
日
奈
久
中

一
年)

が
あ
で
や
か
な
十
二
単
姿
で
登

場
。
日
奈
久
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫
で
は｢

ひ
な
ぐ
雛
」

手
作
り
体
験
が
始
ま
り
、
初
日
は
12
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

オープニングで日奈久雛祭りを紹介

母
娘
で
参
加
し
た
田
島
美
桜
さ
ん(

松
高

小
一
年)

は
「
髪
の
毛
の
と
こ
ろ
が
難
し

か
っ
た
け
ど
、
楽
し
か
っ
た
」
と
う
れ
し

そ
う
で
し
た
。
毎
年
来
て
い
る
人
も
い
ま

す
。
今
年
は

蛤

雛
と
新
し
く
花
び
ら
雛

は
ま
ぐ
り

を
手
作
り
の
会
の
方
々
が
教
え
て
い
ま
す
。

今年一番に完成した

ひなぐ雛（花びら）

おしゃべりしながら皆さん楽しそう

あ
な
た
お
す
す
め
の
桜
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
花
が
咲
く
前

で
も
い
い
で
す
。
南
部
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
３
月
18
日
ま
で

(広告欄)


